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 七七七七 南条元続所領宛行状 
 長江南条分内石川分壱町、勝部内相賀彦四郎分弐町差 

遣之候、弥以忠功上可加扶持候者也、仍如件、 

  （一五七八） 
  天正六   十月廿八日 元続（花押） 

   山田畔介殿 
                 



八八八八 南条元続感状 
 去八月十三日、芸州衆此表相動、於長和田口防戦 

刻、敵乗勝此方慕送候処、其ニ為魁追帰、敵討捕高 

名無比類候、雖不始于今儀候、忠儀不浅候、然間恩賞 

別而可相計者也、仍感状如件、 
（一五八〇）  天正八      十二月五日 元続（花押） 

 山田畔助殿  
                                       

南条元続感状 



九九九九    南条元続所領安堵状 
              (千カ) 

今度及度々忠儀無比類、殊去頃□越兵粮差籠刻、自松崎 

     (処) 
敵罷出候處、能被仕候、高名之段不始于今候、然者於 

勝部之内差遣之給八鳥分に差替度由望候条、引易遣之 

候、末代相抱弥忠儀肝要候者也、仍如件、 

（一五八一）  天正九      五月十五日 元続（花押） 
 山田畔助殿 

                



一一一一〇〇〇〇    南条元続感状 
 今度籠城中日夜辛身神妙候、殊度々粉骨不浅候、然 

間、為新給小鴨石塚分百石之内ニて五拾石、但、おか 

た分之事遣之候、全相抱向後弥忠儀肝要候者也、仍如 

件、 （一五八一）  天正九      十二月六日 元続（花押） 

    山田畔助殿 
  


